

















































　2019 年 11 月 30 日受付
　* 江戸川大学　マス・コミュニケーション学科教授　地域研
究（ニュージーランド），日本文学風土学























修内容は，午前中（9時～12 時 30 分）が語学研







とし，研修実施期間は 8-9 月の 3週間」となった
のは第 2回（1991 年度）からである。



















り 5校となった。参加人数も 1回目の 104 名から
389 名という巨大プロジェクトとなった。以降，
第 16 回まで約 400 名規模の海外研修が 15 年間続
くことになる。

















　第 7 回（1996 年度）から若干の改変がなされ

























































































216 ニュージーランド海外研修 30 年の足跡





































































のプログラムは，トライアルとして 2017 年 8 月
に 4週間の期間で 4名の学生が受講した。ウィニ













































































　また，2017 年 4 月に華中師範大学（武漢市），
2018 年 10 月に上海外国語大学（上海市）と学術
交流協定が結ばれ，マッセイ大学とも 2018 年 8
月に正式な学術交流協定を結ぶことができた。





　その国際交流の一環として，2019 年 9 月に華
218 ニュージーランド海外研修 30 年の足跡
中師範大学外国語学部 4年の曾徳穎秋さんが交換
留学生として来学した。交換留学期間は 1年間で
ある。本学でのキャンパスライフを楽しみながら
多くのことを学び，有意義で充実した留学にして
ほしいものである。
　今後は，海外研修に参加して「語学の重要性，
異文化理解による視野の拡大」に目覚めた学生の
意識をさらに高め，ステップアップさせる環境を
整えることが求められる。
　本学の海外研修が 30 周年を迎えられた背景に
は，海外研修実施に際し，深く関わって下さった
多くの教職員の皆様のご協力ご尽力があったから
に他ならない。江戸川大学の大学関係者の皆様は
もちろんのこと，マッセイ大学をはじめとする
ニュージーランドの各大学，オーストラリア，そ
してアメリカ合衆国の大学関係者の皆様に深く感
謝し，御礼申し上げる次第である。
